
平
成
二
十
五
年
五
月
十
六
日
提
出

質

問

第

七

八

号

「
極
東
国
際
軍
事
裁
判
」
及
び
「
旧
オ
ラ
ン
ダ
領
東
イ
ン
ド
に
お
け
る
オ
ラ
ン
ダ
人
女
性
に
対
す
る
強
制
売

春
」
に
つ
い
て
の
安
倍
首
相
の
認
識
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

辻

元

清

美

78



「
極
東
国
際
軍
事
裁
判
」
及
び
「
旧
オ
ラ
ン
ダ
領
東
イ
ン
ド
に
お
け
る
オ
ラ
ン
ダ
人
女
性
に
対
す
る
強
制
売

春
」
に
つ
い
て
の
安
倍
首
相
の
認
識
に
関
す
る
質
問
主
意
書

一
九
九
四
年
一
月
二
四
日
に
公
表
さ
れ
た
オ
ラ
ン
ダ
政
府
の
公
文
書
「
旧
オ
ラ
ン
ダ
領
東
イ
ン
ド
に
お
け
る
オ
ラ
ン
ダ
人
女

性
に
対
す
る
強
制
売
春
」
�G

edw
ongen

prostitutie
van

N
ederlandse

vrouw
en

in
voorm

alig
N

ederlands−Indie¨

�

と
題
す
る
報
告
書
に
は
、
軍
・
官
憲
に
よ
る
暴
力
的
拉
致
の
ケ
ー
ス
が
数
多
く
記
録
さ
れ
て
い
る
。：

（
Ａ
）
一
九
四
三
年
三

月
に
ジ
ャ
ワ
島
ブ
ロ
ラ
で
二
〇
人
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
女
性
を
日
本
軍
が
監
禁
・
レ
イ
プ
し
た
ケ
ー
ス
（
Ｂ
）
一
九
四
四
年
一

月
、
抑
留
所
か
ら
マ
ゲ
ラ
ン
の
慰
安
所
に
女
性
た
ち
を
暴
力
的
に
拉
致
し
た
ケ
ー
ス
（
Ｃ
）
一
九
四
四
年
二
月
、
抑
留
所
か
ら

ス
マ
ラ
ン
の
慰
安
所
に
女
性
た
ち
を
暴
力
的
に
拉
致
し
た
ケ
ー
ス
（
Ｄ
）
一
九
四
四
年
四
月
、
ス
マ
ラ
ン
で
女
性
た
ち
を
逮
捕

し
、
ス
ラ
バ
ヤ
や
フ
ロ
ー
レ
ス
島
の
慰
安
所
に
移
送
し
た
ケ
ー
ス

な
か
で
も
（
Ｃ
）
の
ケ
ー
ス
は
「
ス
マ
ラ
ン
慰
安
所
事
件
」
と
し
て
知
ら
れ
て
お
り
、
バ
タ
ビ
ア
臨
時
軍
法
会
議
で
、
現
地

日
本
軍
部
隊
が
抑
留
所
に
い
る
若
い
女
性
を
暴
力
的
に
拉
致
し
て
慰
安
所
に
入
れ
た
と
し
て
、
死
刑
判
決
が
下
さ
れ
て
い
る

（
起
訴
理
由
概
要
「
ス
マ
ラ
ン
幹
部
候
補
生
隊
長
と
し
て
同
隊
附
軍
人
及
び
同
隊
附
勤
務
市
民
が
昭
和
十
九
年
三
月
及
び
四
月

「
ス
マ
ラ
ン
」
の
各
収
容
所
及
び
「
ア
ン
バ
ラ
ワ
」
の
収
容
所
に
抑
留
さ
れ
あ
り
し
約
三
十
五
名
の
婦
人
を
慰
安
所
に
宿
泊
せ

一



し
め
売
淫
を
強
制
し
強
姦
し
又
不
当
に
取
扱
っ
た
責
任
」
）
。
当
該
事
件
に
つ
い
て
は
、
オ
ラ
ン
ダ
人
の
ジ
ャ
ン＝

ラ
フ＝

オ

ハ
ー
ン
氏
が
、
二
〇
〇
七
年
二
月
一
五
日
の
米
下
院
外
交
委
員
会
公
聴
会
で
、
「
日
本
軍
の
将
校
に
連
行
さ
れ
、
慰
安
所
で
性

行
為
を
強
要
さ
れ
た
」
と
証
言
し
て
い
る
。
日
本
政
府
は
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
条
約
第
一
一
条
「
日
本
国
は
、
極
東
国
際

軍
事
裁
判
所
並
び
に
日
本
国
内
及
び
国
外
の
他
の
連
合
国
戦
争
犯
罪
法
廷
の
裁
判
を
受
諾
し
、
且
つ
、
日
本
国
で
拘
禁
さ
れ
て

い
る
日
本
国
民
に
こ
れ
ら
の
法
廷
が
課
し
た
刑
を
執
行
す
る
も
の
と
す
る
。
」
に
よ
っ
て
、
Ｂ
Ｃ
級
裁
判
に
当
た
る
こ
の
判
決

を
受
諾
し
て
い
る
。

二
〇
〇
七
年
四
月
一
〇
日
、
辻
元
清
美
が
「
安
倍
首
相
の
『
慰
安
婦
』
問
題
へ
の
認
識
に
関
す
る
再
質
問
主
意
書
」
を
提
出

し
、
「
慰
安
婦
問
題
に
関
す
る
政
府
の
基
本
的
立
場
は
、
平
成
五
年
八
月
四
日
の
内
閣
官
房
長
官
談
話
の
と
お
り
で
あ
る
」
な

ど
の
答
弁
を
得
ら
れ
、
第
一
次
安
倍
内
閣
の
歴
史
認
識
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
第
二
次
安
倍
内
閣
が
成
立
し
た
こ
と
を
受
け

て
、
安
倍
首
相
の
歴
史
認
識
が
第
一
次
安
倍
内
閣
当
時
と
変
わ
ら
な
い
の
か
、
ま
た
は
ど
う
変
わ
っ
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る

こ
と
は
、
多
く
の
国
民
の
要
求
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

従
っ
て
、
以
下
、
質
問
す
る
。

一

《
極
東
国
際
軍
事
裁
判
》
に
つ
い
て

二



�

安
倍
首
相
は
極
東
国
際
軍
事
裁
判
に
つ
い
て
「
平
和
に
対
す
る
罪
と
人
道
に
対
す
る
罪
で
裁
か
れ
た
が
、
（
い
ず
れ

も
）
そ
の
段
階
で
つ
く
ら
れ
た
概
念
だ
。
罪
刑
法
定
主
義
上
、
犯
罪
人
だ
と
い
う
こ
と
自
体
お
か
し
い
」
（
二
〇
〇
六
年

一
〇
月
六
日
・
衆
議
院
予
算
委
員
会
）
と
述
べ
て
い
る
。
安
倍
首
相
は
、
「
平
和
に
対
す
る
罪
」
と
「
人
道
に
対
す
る

罪
」
は
法
律
的
に
無
効
な
も
の
と
い
う
認
識
か
。
ま
た
、
極
東
国
際
軍
事
裁
判
で
は
、
被
告
は
「
通
例
の
戦
争
犯
罪
」
で

も
裁
か
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
も
認
め
な
い
と
い
う
認
識
か
。

�

極
東
国
際
軍
事
裁
判
所
の
判
決
は
、
中
国
に
関
す
る
項
目
の
中
で
「
桂
林
を
占
領
し
て
い
る
間
、
日
本
軍
は
強
姦
と
略

奪
の
よ
う
な
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
残
虐
行
為
を
犯
し
た
。
工
場
を
設
立
す
る
と
い
う
口
実
で
、
か
れ
ら
は
女
工
を
募
集
し

た
。
こ
う
し
て
募
集
さ
れ
た
婦
女
子
に
、
日
本
軍
隊
の
た
め
に
醜
業
を
強
制
し
た
」
（
極
東
国
際
軍
事
裁
判
速
記
録
、
判

決
速
記
録
一
八
六
ペ
ー
ジ
）
と
述
べ
て
い
る
が
、
安
倍
首
相
は
こ
の
判
決
に
つ
い
て
正
当
性
が
な
い
と
考
え
る
か
。

二

《
オ
ラ
ン
ダ
政
府
公
文
書
「
旧
オ
ラ
ン
ダ
領
東
イ
ン
ド
に
お
け
る
オ
ラ
ン
ダ
人
女
性
に
対
す
る
強
制
売
春
」
》
に
つ
い
て

�

（
Ａ
）
〜
（
Ｄ
）
そ
れ
ぞ
れ
の
ケ
ー
ス
で
、
当
該
慰
安
所
は
日
本
政
府
ま
た
は
旧
日
本
軍
の
命
令
で
閉
鎖
さ
れ
た
の

か
。
さ
れ
た
と
す
れ
ば
、
い
つ
、
ど
の
よ
う
な
理
由
で
閉
鎖
さ
れ
た
の
か
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

�

（
Ａ
）
〜
（
Ｄ
）
そ
れ
ぞ
れ
の
ケ
ー
ス
で
、
事
件
の
関
係
者
は
、
日
本
政
府
ま
た
は
旧
日
本
軍
の
手
に
よ
り
処
罰
さ
れ

三



た
の
か
。
さ
れ
た
と
す
れ
ば
、
誰
が
、
ど
の
よ
う
な
処
罰
を
さ
れ
た
の
か
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。
さ
れ
な
か
っ
た
と
す
れ

ば
、
そ
の
理
由
も
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

�

（
Ａ
）
〜
（
Ｄ
）
そ
れ
ぞ
れ
の
ケ
ー
ス
で
、
事
件
の
関
係
者
が
日
本
政
府
ま
た
は
旧
日
本
軍
の
手
に
よ
り
処
罰
さ
れ
た

と
い
う
事
実
が
あ
っ
た
場
合
、
事
件
の
関
係
者
を
処
罰
す
る
こ
と
を
も
っ
て
、
日
本
政
府
ま
た
は
旧
日
本
軍
が
加
害
者
で

な
か
っ
た
と
す
る
証
明
と
見
な
し
得
る
か
。
安
倍
首
相
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

�

（
Ａ
）
〜
（
Ｄ
）
そ
れ
ぞ
れ
の
ケ
ー
ス
で
、
事
件
の
関
係
者
の
う
ち
、
日
本
政
府
が
遺
族
年
金
・
恩
給
を
支
払
っ
た
も

の
は
い
る
か
。
誰
に
、
ど
の
よ
う
な
資
格
で
、
何
年
間
、
総
額
い
く
ら
を
支
払
っ
た
の
か
。
ま
た
そ
れ
は
、
誰
の
、
ど
の

よ
う
な
判
断
に
よ
る
も
の
か
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

�

（
Ａ
）
〜
（
Ｄ
）
そ
れ
ぞ
れ
の
ケ
ー
ス
で
、
事
件
の
関
係
者
の
う
ち
、
日
本
政
府
が
靖
国
神
社
へ
祭
神
名
票
を
送
っ
た

も
の
は
い
る
か
。
送
っ
た
と
す
れ
ば
、
誰
の
、
ど
の
よ
う
な
判
断
に
よ
る
も
の
か
を
示
さ
れ
た
い
。

�

（
Ａ
）
〜
（
Ｄ
）
そ
れ
ぞ
れ
の
ケ
ー
ス
で
、
事
件
の
関
係
者
の
う
ち
、
日
本
政
府
と
靖
国
神
社
と
の
合
祀
に
関
す
る
打

合
せ
の
際
に
、
留
保
さ
れ
た
も
の
は
い
る
か
。
さ
れ
た
と
す
れ
ば
、
誰
の
、
ど
の
よ
う
な
判
断
に
よ
る
も
の
か
を
明
ら
か

に
さ
れ
た
い
。
さ
れ
な
か
っ
た
と
す
れ
ば
、
日
本
政
府
が
靖
国
神
社
と
共
同
で
決
め
た
合
祀
基
準
に
適
合
す
る
と
い
う
判

四



断
を
、
政
府
自
身
が
し
た
と
い
う
こ
と
で
よ
い
か
。
安
倍
首
相
の
認
識
を
示
さ
れ
た
い
。

�

河
野
官
房
長
官
談
話
は
「
（
慰
安
婦
の
募
集
に
つ
い
て
は
）
官
憲
等
が
直
接
こ
れ
に
加
担
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
こ
と
が

明
ら
か
に
な
っ
た
。
」
と
し
て
い
る
が
、
（
Ａ
）
〜
（
Ｄ
）
そ
れ
ぞ
れ
の
ケ
ー
ス
は
そ
れ
に
相
当
す
る
か
。
安
倍
首
相
の

認
識
を
示
さ
れ
た
い
。

�

安
倍
首
相
は
、
オ
ハ
ー
ン
氏
の
ケ
ー
ス
は
、
旧
日
本
軍
将
校
が
「
約
三
十
五
名
の
婦
人
を
慰
安
所
に
宿
泊
せ
し
め
売
淫

を
強
制
し
強
姦
し
又
不
当
に
取
扱
っ
た
」
ケ
ー
ス
で
あ
る
と
い
う
見
解
か
。
そ
う
で
な
い
と
い
う
見
解
で
あ
れ
ば
、
オ
ラ

ン
ダ
当
局
が
開
い
た
軍
法
会
議
の
判
決
は
不
当
で
あ
る
と
考
え
る
か
。
そ
う
で
あ
る
と
い
う
見
解
で
あ
れ
ば
、
安
倍
首
相

は
、
「
当
初
、
定
義
さ
れ
て
い
た
強
制
性
を
裏
付
け
る
も
の
は
な
か
っ
た
。
そ
の
証
拠
は
な
か
っ
た
の
は
事
実
で
は
な
い

か
と
思
う
。
」
と
す
る
三
月
一
日
の
発
言
を
撤
回
す
る
か
。

�

オ
ハ
ー
ン
氏
の
ケ
ー
ス
は
、
旧
日
本
軍
司
令
部
か
ら
の
指
示
を
示
す
書
類
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、
現
場
で
は
旧
日
本
軍

の
直
接
的
関
与
に
よ
る
強
制
連
行
お
よ
び
性
行
為
の
強
要
が
存
在
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
安
倍
首

相
の
認
識
は
い
か
が
か
。
ま
た
日
本
政
府
は
、
こ
う
し
た
ケ
ー
ス
を
他
に
把
握
し
て
い
る
か
。

右
質
問
す
る
。

五


